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鉄
二
日
市
駅
、
西
鉄
朝
倉
街
道
駅)

▽
人
権
標
語
図
画
展
示　
市
内
の
各
公
共
施

設
に
市
内
小
中
学
生
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

▽
福
岡
県
人
権
週
間
講
演
会

●
日
時　
12
月
９
日(

土)

、
12
時
20
分
受
付

●
場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
大
ホ
ー
ル

(

春
日
市
原
町
３-

１-

７)

●
内
容

・�
講
演
「
働
く
幸
せ
を
実
現
し
た
町
工
場
の

奇
跡
～
社
員
の
７
割
が
知
的
障
が
い
者
の

チ
ョ
ー
ク
会
社
の
真
実
～
」
小
松
成
美
さ

ん(

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家)

・�

第
37
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
福
岡
県
大
会 

表
彰
式
・
発
表
会

●
問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
県
人
権
啓
発
情
報

セ
ン
タ
ー
☎(

５
８
４)

１
２
７
１

●
筑
紫
野
市
人
権
擁
護
委
員
紹
介

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
の
基
本
的
人
権

を
擁
護
し
、
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る

た
め
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
、
日
々

活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

大
野
徳
子
【
筑
紫
】
／
木
村
律
子
【
諸
田
】

／
寺
田
恵
子
【
武
蔵
】
／
成
冨
清
治
【
桜
台
】

／
西
川
和
義【
針
摺
東
】／
野
﨑
文
子【
原
田
】

／
森
哲
男
【
阿
志
岐
】
／
森
山
秀
明
【
石
崎
】

■
人
権
は
誰
も
が
「
幸
せ
に
生
き
る
」
権
利

　
人
権
と
は
、
私
た
ち
㆒
人
ひ
と
り
が
人
間

と
し
て
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
持
っ
て
い
る

「
幸
せ
に
生
き
る
」
た
め
の
権
利
で
す
。
誰

も
が
差
別
を
受
け
る
こ
と
な
く
自
分
ら
し
く

生
き
生
き
と
暮
ら
せ
、
か
け
が
え
の
な
い
存

在
と
し
て
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を

　
21
世
紀
は
「
人
権
の
世
紀
」
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
社
会
の
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
人

権
に
関
す
る
問
題
が
生
じ
て
い
る
現
実
が
あ

り
ま
す
。
㆒
人
ひ
と
り
が
、
相
手
の
気
持
ち

を
考
え
、
思
い
や
り
の
心
を
も
っ
て
行
動
し
、

全
て
の
人
々
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を

築
い
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る

　
市
で
は
全
て
の
市
民
が
心
豊
か
に
自
分
ら

し
く
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
し

て
、
行
政
総
体
で
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　
人
権
政
策
課

【
人
権
週
間
関
連
イ
ベ
ン
ト
】

▽
街
頭
啓
発

●
日
時　
12
月
１
日(

金)

、
18
時
～

●
場
所　
市
内
３
駅(

Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
、
西

12
月
４
日(

月)

〜
10
日(

日)

は
人じ

ん
け
ん権
週し

ゅ
う

間か
ん

で
す

「第69回人
じ ん け ん

権週
しゅう

間
か ん

」強
きょうちょう

調事
じ

項
こ う

みんなで築こう　人権の世紀
～考えよう　相手の気持ち

　未来へつなげよう　違いを認め合う心～
○女性の人権を守ろう
○子どもの人権を守ろう
○高齢者の人権を守ろう
○�障害を理由とする偏見や差別をなくそう
○�同和問題に関する偏見や差別をなくそう
○�アイヌの人々に対する偏見や差別をなくそう
○外国人の人権を尊重しよう
○�ＨＩＶ感染者やハンセン病患者等に対する偏見や差別を
なくそう
○�刑を終えて出所した人に対する偏見や差別をなくそう
○�犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう
○�インターネットを悪用した人権侵害をなくそう
○�北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を深めよう
○�ホームレスに対する偏見や差別をなくそう
○�性的指向を理由とする偏見や差別をなくそう
○�性自認を理由とする偏見や差別をなくそう
○人身取引をなくそう
○�東日本大震災に起因する偏見や差別をなくそう

二
ふ つ か

日市
い ち

北
き た

小
しょう

学
が っ こ う

校３年
ね ん せ い

生が
人
じ ん け ん

権の花
は な

を咲
さ

かせました
「人権の花運動」とは
　子どもたちが、ひまわり
の栽培を通して、協力する
ことの大切さや命の大切
さを身に付け、やさしい思
いやりの心を育んでいく
ことを目的として、平成14
年度から、市内11の小学
校を順番に、毎年１校ずつ
実施しています。

▲５月、みんなでたねをまきました

▲６月、支柱を立てました

▲人権の花、ひまわりが大きな花を咲かせました



市 役 所からのお 知らせ

広報ちくしの 平成29年12月1日7 問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 ☎（923）1111 にお願いします。

「
福ふ

く
お
か
こ
う
い
き

岡
広
域
都と

し市
計け

い
か
く画

」
の

決け
っ
て
い定

・
変へ

ん
こ
う更

に
関か

ん

す
る
案あ

ん

の

縦じ
ゅ
う

覧ら
ん

を
行お

こ
な

い
ま
す

　
都
市
計
画
法
第
17
条
第
１
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
福
岡
広
域
都
市
計
画
の
決
定
・
変
更

に
関
す
る
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

●
対
象
の
都
市
計
画

▽
区
域
区
分(

福
岡
県
決
定)

▽
用
途
地
域(

筑
紫
野
市
決
定)

▽
準
防
火
地
域(

筑
紫
野
市
決
定)

▽
地
区
計
画　
筑
紫
駅
北
地
区(

筑
紫
野
市

決
定)

▽
地
区
計
画　
筑
紫
駅
東
地
区(

筑
紫
野
市

決
定)

●
縦
覧
・
意
見
書
提
出
期
間

　
12
月
１
日(

金)

～
12
月
15
日(

金)

　
※
土
・
日
曜
日
は
除
く

●
縦
覧
・
意
見
書
提
出
場
所
お
よ
び
時
間

▽�

市
役
所
第
３
別
館
２
階
都
市
計
画
課(

８

時
30
分
～
17
時)

▽�

県
庁
７
階
都
市
計
画
課(

８
時
30
分
～
17

時
45
分)

※
福
岡
県
決
定
分
の
み

●
対
象
者

　
市
民
・
利
害
関
係
人　

●
問
い
合
わ
せ
先　
都
市
計
画
課 

計
画
担

当

男お
と
こ

と
女お

ん
な

の
共き

ょ
う

生せ
い

セ
ミ
ナ
ー

「
金か

ね

子こ

み
す
ゞ
の
詩う

た

と
人じ

ん
せ
い生

パ
ー
ト
２
」

～
作
品
を
読
み
、
語
る
。

だ
れ
も
が
生
き
や
す
い
社
会
を
め
ざ
し
て
～

　

昨
年
大
好
評
だ
っ
た
セ
ミ
ナ
ー
が
再
登

場
。
今
年
は
参
加
者
同
士
の
ワ
ー
ク
も
取
り

入
れ
て
開
催
し
ま
す
。
皆
で
詩
を
読
み
、
意

見
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
男
女
共
同
参
画
の

視
点
か
ら
彼
女
が
残
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
日
時　
12
月
10
日(

日)

、
14
時
～
16
時

●
場
所　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
３
階
学
習
室

６●
講
師　
川
冨 
初
美
さ
ん

●
定
員　
先
着
20
人

●
対
象　
関
心
の
あ
る
人

●
託
児(

６
カ
月
～
就
学
前
ま
で)

・
託
児
希
望
の
場
合
は「
子
ど
も
の
名
前(

ふ

り
が
な)

年
齢
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号(
ま
た
は
住

所
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス)

」
を
参
加
申
し
込

み
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。(

先
着
５

人)

12
月
１
日(

金)

締
め
切
り
。

●
申
込
方
法　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー

ル
で
「
①
氏
名　
②
電
話
番
号
、
③
託
児
の

有
無
」
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
男
女
共
同
参
画
推
進
課(

生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
内)

▽
☎(

９
１
８)

１
３
１
１

▽
電
子
メ
ー
ルdanjo@

city.chikushino.
fukuoka.jp

ク
リ
ー
ン
ヒ
ル
宝ほ

う
ま
ん満

リ
ユ
ー
ス
家か

ぐ具
の
即そ

く
ば
い
か
い

売
会

　
ク
リ
ー
ン
ヒ
ル
宝
満
に
持
ち
込
ま
れ
た
家
具

類
で
、
再
利
用
で
き
る
よ
う
に
修
理
し
た
も
の

を
展
示
・
販
売
し
ま
す
。

●
購
入
対
象
者　
筑
紫
野
市
、
小
郡
市
、
基

山
町
の
い
ず
れ
か
に
住
ん
で
い
る
人

●
販
売
品
目　
家
具
類
約
１
０
０
点

※
１
人
に
つ
き
２
点
ま
で
購
入
で
き
ま
す
。

●
販
売
日
時　

12
月
13
日(

水)

、
９
時
～

16
時(

12
時
～
13
時
は
昼
休
み)

●
販
売
価
格　
１
点
２
０
０
０
円
以
内

●
購
入
方
法

①�

希
望
の
品
の
値
札
を
取
り
、
ク
リ
ー
ン
ヒ
ル

宝
満
管
理
棟
で
申
込
書
を
受
け
取
り
、
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

②�

代
金
を
支
払
い
、
そ
の
場
で
持
ち
帰
り
く

だ
さ
い
。

※�
配
送
は
し
ま
せ
ん
。
当
日
持
ち
帰
り
が
で

き
な
い
場
合
は
、
12
月
22
日
ま
で
に
引
き

取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。(

土
・
日
曜
日
、

祝
日
は
休
み)

※�

㆒
部
の
リ
ユ
ー
ス
家
具
の
写
真
を
ク
リ
ー
ン

ヒ
ル
宝
満
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
12
月
１
日
か

ら
掲
載
予
定
で
す
。

(http://houm
an.sakura.ne.jp)

現
地

で
の
下
見
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
販
売
会
場
・
販
売
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

先　
ク
リ
ー
ン
ヒ
ル
宝
満(

市
内
大
字
原
田

１
３
８
９)

☎(

９
２
６)

５
３
０
０

●
そ
の
他
問
い
合
わ
せ
先 

環
境
課

国こ
く
み
ん
ね
ん
き
ん

民
年
金
保ほ

険け
ん

料り
ょ
う

控こ
う

除じ
ょ

証し
ょ
う

明め
い

書し
ょ

が
発は

っ
こ
う行
さ
れ
ま
す

　
日
本
年
金
機
構
か
ら
、「
社
会
保
険
料(

国

民
年
金
保
険
料)

控
除
証
明
書
」
が
発
行
さ

れ
て
い
ま
す
。
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
控
除
証
明
書
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
や

再
発
行
に
つ
い
て
は
、「
ね
ん
き
ん
加
入
者

ダ
イ
ヤ
ル
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０(

０
０
３)

０
０
４(

ナ
ビ
ダ
イ

ヤ
ル)

※�

０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
か
け
る
場
合

は
、
☎
０
３(

６
６
３
０)

２
５
２
５

●
受
付
時
間

▽
月
～
金
曜
日　
８
時
30
分
～
19
時

▽
第
２
土
曜
日　
９
時
～
17
時

●
受
付
期
間

　
平
成
30
年
３
月
15
日(

木)

ま
で

※�

第
２
土
曜
日
を
除
く
祝
日
、
12
月
29
日
～

平
成
30
年
１
月
３
日
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
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第
62
回
筑ち

く

紫し

野の

市し

駅え
き
で
ん
た
い
か
い

伝
大
会

出し
ゅ
つ
じ
ょ
う場

チ
ー
ム
募ぼ

集し
ゅ
う

　
職
場
や
部
活
動
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
仲
間
で
た
す

き
を
つ
な
ぎ
ま
せ
ん
か
？ 

多
く
の
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
前
回
大
会
よ

り
女
子
の
部
を
新
設
し
ま
し
た
。
女
性
ラ
ン

ナ
ー
の
皆
さ
ん
、
ふ
るって
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

●
日
時

　

平
成
30
年
１
月
28
日(

日)

、
９
時
20
分

開
会
式
、
10
時
ス
タ
ー
ト

●
場
所

　
筑
紫
野
市
総
合
公
園(

市
内
山
口
、
天
拝

湖
周
回
コ
ー
ス)

●
種
目

▽�

㆒
般
の
部
、
高
校
の
部
→
７
区
間
、
25
キ

ロ
メ
ー
ト
ル(

５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
３
区
間
、

2
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
４
区
間)

▽�

中
学
の
部
、
女
子
の
部(

女
子
選
手
の
み
で

構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム)

→
７
区
間
、
17
・
５

キ
ロ
メ
ー
ト
ル(

全
区
間
２・５
キ
ロ
メ
ー
ト

ル)

●
対
象

　

市
民
お
よ
び
市
内
に
通
勤
、
通
学
し
て
い

る
人
で
、
監
督
１
人
・
選
手
７
人
・
補
欠
２

人
の
計
10
人
以
内
で
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

●
申
込
期
限

　
平
成
30
年
１
月
12
日(

金)

、
17
時
ま
で

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
生
涯
学
習

課 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当(

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内)▽
☎(

９
２
５)

４
８
０
２

▽

(

９
２
３)

０
４
１
６

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
は
除
く
。

▽�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま

す

(http://w
w

w
.city.chikushino.

fukuoka.jp)

「
教
育
・
人
権
・
文
化
・ス
ポ
ー

ツ
」
→
「
ス
ポ
ー
ツ
」
→
「
第
62
回
筑
紫
野

市
民
駅
伝
大
会
を
開
催
し
ま
す
」
か
ら
ア
ク

セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

　
大
会
当
日
は
、
筑
紫
野
市
総
合
公
園
は
休

園
し
ま
す
。

第
64
回
介か

い

護ご

者し
ゃ

の
つ
ど
い

「
日に

ち

常じ
ょ
う

生せ
い
か
つ活

に
お
け
る
介か

い

護ご

」

　

介
護
を
す
る
人
が
健
康
で
な
け
れ
ば
、
介

護
は
で
き
ま
せ
ん
。
介
護
者
の
健
康
管
理
と
、

人
生
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。(

参
加
費
無
料
、

申
込
不
要)

●
日
時　
平
成
30
年
１
月
16
日(

火)

、
13

時
30
分
～
15
時
30
分

●
場
所　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
３
階
視
聴
覚

室●
講
師　
藤
野 

か
ほ
る
さ
ん(

日
本
赤
十
字

社
福
岡
県
支
部 

健
康
生
活
支
援
講
習
指
導

員)●
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
で
き

る
だ
け
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先　
高
齢
者
支
援
課

「
健け

ん
こ
う
こ
う

康
講
座ざ

」
を
開か

い
さ
い催

し
ま
す

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
の
た
め
、
市

内
の
病
院
と
連
携
し
て
健
康
講
座
を
開
催
し

ま
す
。
病
気
に
対
す
る
知
識
と
予
防
・
健
康

に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
講
師
が
分
か
り
や
す

く
講
演
し
ま
す
。(

参
加
費
無
料
・
事
前
申

込
不
要)

●
開
催
日
・
テ
ー
マ
・
講
師

▽
12
月
14
日(

木)

・「
感
染
症
の
基
本
対
策
」

～
手
洗
い
、マ
ス
ク
の
付
け
方
大
丈
夫
で
す
か
？

～
・
船
津 

康
弘
さ
ん(

感
染
管
理
認
定
看
護

師)※
手
洗
い
チ
ェッ
ク
体
験
が
で
き
ま
す

▽
１
月
18
日(

木)

・「
心
臓
病
に
つ
い
て
」
～

あ
な
た
が
守
る
あ
な
た
の
心
臓
～
・
門
上 

俊

明
さ
ん(

循
環
器
内
科
医
師)

、
大
島 

祐
子

さ
ん(

慢
性
心
不
全
看
護
認
定
看
護
師)

、

山
道 

裕
富
美
さ
ん(

理
学
療
法
士)

※
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
が
体
験
で
き
ま
す

●
場
所　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
３
階
学
習
室

６●
時
間　
15
時
～
16
時(

１
時
間
程
度)

●
定
員　
60
人

●
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
推
進
課(

カ
ミ
ー

リ
ヤ
内)

☎(

９
２
０)

８
６
１
１

昨年の様子



市 役 所 か ら の お 知 ら せ

広報ちくしの 平成29年12月1日9 問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 ☎（923）1111 にお願いします。

英え
い

語ご

版ば
ん

絵え

本ほ
ん

『
い
の
ち
の

花は
な

』
を
世せ

界か
い

に
！

そ
の
だ  

ひ
さ
こ

　

平
成
13(

２
０
０
１)

年
、
被

差
別
部
落
の
伝
承
を
絵
本
『
い
の

ち
の
花
』(

文
：
そ
の
だ
ひ
さ
こ
・

絵
：
丸
木
俊(

ま
る
き 

と
し))

に
著
し
、
自
費
出
版
し
た
。
平
成

３(

１
９
９
１)

年
、
福
岡
市
美

術
館
で
「
原
爆
の
図
」
の
原
画
展

が
開
か
れ
、
15
テ
ー
マ
に
わ
た
っ

て
描
い
た
畳
60
〜
70
枚
に
の
ぼ
る

ぼ
う
大
な
被
爆
の
記
録
画
が
展

示
。
墨
絵
画
家
の
丸
木
位
里(

ま

る
き 

い
り)

と
油
絵
画
家
の
丸

木
俊
の
ご
夫
婦
に
よ
っ
て
描
か
れ

た
圧
倒
的
な
絵
。
そ
の
原
画
展
で

丸
木
俊
の
「
も
し
か
し
て 

地
球

は
助
か
る
か
も
し
れ
な
い
！
」
と

い
う
講
演
が
あ
り
、
私
は
そ
の
講

演
を
聴
い
た
。
20
年
余
の
時
を
経

て
も
、
現
代
に
通
じ
る
意
味
深
な

テ
ー
マ
で
あ
る
。
私
は
そ
の
講
演

の
後
、
㆒
枚
の
自
作
詩
を
も
っ
て

楽
屋
裏
に
俊
さ
ん
を
㆒
人
で
訪

ね
、
私
の
詩
の„
絵＂
を
描
い
て

く
れ
と
い
き
な
り
直
訴
し
た
。
埼

玉
県
ま
で
４
、５
年
の
追
っ
か
け
。

結
果
、
80
代
の
俊
さ
ん
の„
い
の

ち＂
あ
ふ
れ
る
よ
う
な
原
画
を
い

た
だ
き
、
直
訴
か
ら
10
年
後
や
っ

と
や
っ
と
自
費
出
版
に
至
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
16
年
、
絵
本
の
英
語

版
を
ほ
ど
な
く
世
界
に
出
版
す

る
。
英
国
で
部
落
問
題
に
と
り
組

ん
で
い
る
イ
ア
ン
・
ニ
ア
リ
ー
氏

(

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
教
授)

の
す
ば
ら
し
い
英
訳
も
届
け
ら
れ

た
。
こ
の
10
年
余
、
福
岡
西
方
沖

地
震
の
被
災
や
そ
の
後
の
が
ん
な

ど
、
私
は
何
度
か
命
に
お
び
え
て

い
た
。
生
い
先
も
そ
う
長
く
は
な

い„
今＂
こ
そ
英
語
版
を
出
そ
う

と
。
そ
の
理
由
は
簡
単
で
あ
る
。

㆒
つ
は
、
部
落
問
題
は
日
本
人
の

考
え
方
・
文
化
が
長
い
歴
史
時
間

の
な
か
で
つ
く
り
だ
し
た
も
の
、

日
本
に
し
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
、
見
え
に
く
く
、
陰
湿
で

な
か
な
か
に
根
深
い
問
題
で
あ
る

か
ら
。

　

明
治
４(

１
８
７
１)
年
「
解

放
令
」以
降
、昭
和
44(

１
９
６
９)

年
の
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法

制
定
、
昭
和
47(

１
９
７
２)

年

の
部
落
問
題
の
教
科
書
記
載
。
政

治
や
教
育
が
部
落
問
題
を
と
り
あ

げ
る
の
に
、
ほ
ぼ
百
年
の
時
が
か

か
っ
て
い
る
。
そ
の
間
の
百
年
は
、

基
本
的
に
は
国
じ
ゅ
う
が
「
寝
た

子
を
起
こ
さ
な
い
」
で
き
た
。
私

も
含
め
、
あ
る
年
齢
以
上
の
人
が

「
寝
た
子
を
起
こ
さ
な
い
」
の
が

ふ
つ
う
の
感
覚
。
人
は
文
化
だ
け

で
は
な
く
、
刷
り
こ
み
・
偏
見
も

受
け
つ
ぐ
生
き
も
の
だ
か
ら
。
そ

れ
が
、
部
落
問
題
の
根
深
さ
の
原

因
の
㆒
つ
だ
と
。
ち
な
み
に
昨
年

12
月
の「
部
落
差
別
解
消
推
進
法
」

は
罰
で
は
な
く
、
こ
の
根
深
い
刷

り
こ
み
・
偏
見
な
ど
の
意
識
の
変

革
こ
そ
を
課
題
に
し
て
い
る
。
そ

れ
は
教
育
や
啓
発
活
動
以
外
に
な

い
か
ら
。

　
そ
の
根
深
い
差
別
社
会
の
た
だ

な
か
で
、
こ
の
百
年
余
に
わ
た
り

殺
さ
れ
、
焼
か
れ
、
弾
圧
を
受
け

る
な
ど
の
中
、絵
本
の
な
か
の「
む

ら
」
は
今
も
生
き
の
び
、
ひ
る
が

え
り
、„
い
の
ち＂
の
か
け
が
え
の

無
さ
を
今
に
語
り
伝
え
て
き
た
。

そ
の
こ
と
を
世
界
に
伝
え
た
い
。

　
も
う
㆒
つ
は
丸
木
位
里
、
丸
木

俊
に
深
い
敬
意
を
表
し
て
で
あ

る
。
原
爆
の
図
を
は
じ
め
、
沖
縄

戦
の
図
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の

ユ
ダ
ヤ
人
虐
殺
、
水
俣
病
、
足
尾

銅
山
の
問
題
な
ど
畳
数
百
枚
の
人

類
の
惨
劇
を
生
涯
か
け
て
描
き
つ

づ
け
た
。
そ
の
苦
労
は
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
の
候
補
に
も
な
っ
た
。
老

眼
鏡
に
拡
大
鏡
を
も
っ
て
描
き
あ

げ
て
く
だ
さ
っ
た
俊
さ
ん
の
最
期

の
絵
が
絵
本
『
い
の
ち
の
花
』
で

あ
る
。
深
い
敬
愛
を
込
め
て
。

●
問
い
合
わ
せ
先　
教
育
政
策
課 

人
権
・
同
和
教
育
担
当

平成29年度
筑
ち く

紫
し ち く

地区文
ぶ ん

化
か

財
ざ い

写
し ゃ

真
し ん て ん

展
「ちくし再

さ い

発
は っ け ん

見
～交

こ う

流
りゅう

の足
あ し

あと～」

　筑紫地区にみられる文化財に
は、人・技術・文化の交流によっ
てもたらされたものが数多くあり
ます。
　市内にも、国外との交流によっ
てもたらされたさまざまな遺物や、
ドイツの技術によって造られたレ
ンガ造りの橋が景観に溶け込んで
存在しています。
　今回は、その中から選りすぐり
の文化財を写真パネルで紹介しま
すので、ぜひご覧ください。

●期間
　12月13日(水)～12月27日(水)
●開館時間　９時～22時
●場所　生涯学習センター１階多
目的ホール
●問い合わせ先
　文化情報発信課 文化財担当
　☎(９２１)８４１９

堀池遺跡の唾壷と水注


